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63 億 1,510 万 6 千円

62 億 1,838 万 6 千円

（うち、2,471 万 9千円は、繰越事業に充当）

平
成
28
年
度
決
算
状
況

　

会計別決算額

6,315,106 

4,462,062 

31,396 

2,922 

1,895,661 

132,280 

935,280 

1,276,487 

188,036

10,777,168

一 般 会 計

特 別 会 計

特
別
会
計
の
内
訳

有 線 放 送 電 話

同和地区住宅新築資金

国 民 健 康 保 険

工 業 地 域 開 発

下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療

合 計

会 計 名 歳 入

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
が
、
９
月
議
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
７
会
計
を

合
わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１

０
７
億
７
，
７
１
６
万
８
千
円
（
前

年
度
対
比
△
10
・
１
％
）、
歳
出
総

額
は
１
０
６
億
１
，
２
０
８
万
２
千

円
（
同
△
10
・
８
％
）
で
、
差
し
引

き
１
億
６
，
５
０
８
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
（
う
ち
４
，
７
４
９
万
４

千
円
は
、
橋
梁
修
繕
事
業
、
坂
城
テ

ク
ノ
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業
、
下
水
道

整
備
事
業
な
ど
の
繰
越
事
業
に
充
当
）。

　
28
年
度
は
、
ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
つ
な
が
る
　
あ

ん
し
ん
　
坂
城
町
」
構
想
推
進
事
業

の
第
１
段
階
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
防

災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
の
整
備
に

着
手
し
、
実
施
設
計
を
行
っ
た
ほ
か
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
に
向
け
、

坂
城
小
学
校
プ
ー
ル
や
村
上
小
学
校

体
育
館
、
坂
城
中
学
校
体
育
館
の
改

修
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
様
な
交
流
が
で
き
る
場

と
し
て
、
び
ん
ぐ
し
の
里
公
園
屋
外

ス
テ
ー
ジ
や
ト
イ
レ
の
整
備
、
町
内

基
盤
の
整
備
と
し
て
、
引
き
続
き
、

幹
線
道
路
の
改
良
や
橋
梁
の
修
繕
を

進
め
た
ほ
か
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
国

道
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
も
、
国
に
よ
る

鼠
橋
以
北
の
用
地
買
収
が
進
ん
で
お

り
、
早
期
整
備
に
向
け
た
事
業
進
捗

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

　
ソ
フ
ト
事
業
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

の
福
祉
医
療
費
の
対
象
を
18
歳
到
達

後
の
年
度
末
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
保
育
園
に
通
う
第
３
子
以
降
の

保
育
料
を
無
料
化
す
る
な
ど
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
っ
た
ほ
か
、
空
家

情
報
バ
ン
ク
物
件
へ
の
移
住
に
際
し
て

の
片
付
け
費
用
や
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の

助
成
、首
都
圏
な
ど
の
大
学
生
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
町
内
企
業
の
就
職
情

報
の
発
信
を
強
化
す
る
な
ど
、
移
住
・

定
住
施
策
を
進
め
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
に
対
応
す
る
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。

（単位：千円）

6,218,386 

4,393,696 

30,727 

2,909 

1,861,564

132,280 

912,053 

1,266,127 

188,036

10,612,082 

歳 出

96,720 

68,366 

669 

13 

34,097

0 

23,227 

10,360 

0 

165,086 

差引額

「
つ
な
が
る

　あ
ん
し
ん

　坂
城
町
」の
実
現
に
向
け
て

9,672 万円

2 8 年 度 決 算 状 況

〜 

ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）整
備
に
着
手 

〜
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28年度の主な事業（単位：千円）

総 務費　980,610（歳出に占める割合：15.8％）
まちづくり推進事業（地域づくり活動支援ほか）
温泉管理事業 
スマートコミュニティ構想事業
トータルメディアコミュニケーション施設整備事業 
　「デジタル防災行政無線（同報系）実施設計業務委託」
ふるさと納税事業
参議院議員選挙費

民 生費　1,761,319（28.3%）
老人福祉事業（敬老祝、介護予防、特別会計繰出金）
心身障がい者等福祉事業（介護・訓練給付ほか）
地域包括支援センター事業
児童福祉関係事業（児童手当、子ども医療給付ほか）
保育園・子育て支援センター

衛 生費　350,653（5.6%）
予防・健康増進事業（予防接種、各種検診）
ごみ・し尿処理関係事業（葛尾組合負担金、ごみ減量化容器等設置補助ほか）

農 林水産業費　198,393（3.2%）
農業振興費（ワイナリー形成事業、地域営農推進、有害鳥獣対策ほか）

農地費（多面的機能支払交付金、町単補助、農道等基盤整備ほか）

林業振興・林道事業費（松くい虫防除、町有林・林道管理ほか）

商 工費　490,152（7.9%）
商工振興費（中小企業対策、中心市街地活性化ほか）

商工企画費（テクノセンター支援、鉄の展示館運営ほか）

土 木費　838,821（13.5%）
道路新設改良事業（Ａ01号線ほか）
橋梁新設改良費（橋梁修繕事業）
下水道事業特別会計繰出金
花と緑のまちづくり・公園管理事業（びんぐしの里公園整備ほか）

消 防費　230,161（3.7%）
常設消防費（千曲坂城消防組合負担金等）
消防施設費（小型ポンプ購入、消火栓工事負担金ほか）

教 育費　553,391（8.9%）
坂城小学校・村上小学校・坂城中学校改修事業
小・中学校費（学校管理、教育振興ほか）
図書館・公民館等運営事業
文化財保護費（埋蔵文化財発掘調査、歴史館管理）
生涯学習・保健体育関係事業
食育・学校給食センター運営事業

41,993

36,412

4,035

6,890

14,414

9,656

389,159

55,001

70,398

213,449

34,249

57,386

38,011

464,212

375,180

41,644

276,537

294,913

71,722

114,262

38,861

14,191

15,117

127,075

76,647

75,670

300,000

170,020

183,080

22,211

2 8 年 度 決 算 状 況

◆有線放送電話特別会計
　決算額は3,072万7千円で、有線放送電話施設
の維持管理を行い、前年度に比べ524万円
(14.6%)の減となりました。
◆同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計
　決算額は290万9千円で、住宅の新築や改修を
図るために行った貸付資金の返済を行う事業で、
前年度に比べ11万2千円(3.7%)の減となりました。
◆国民健康保険特別会計
　決算額は18億6,156万4千円で、保険給付費や
共同事業拠出金の減少で、前年度に比べ5,477万
1千円(2.9%)の減となりました。
◆工業地域開発事業特別会計
　決算額は1億3,228万円で、工業団地の土地を
町土地開発公社から取得し、希望する企業に売
却を行いました。

◆下水道事業特別会計
　決算額は9億1,205万3千円で、前年度に比べ2
億69万5千円(28.2%)の増となりました。引き続
き金井地区の面的整備を進め、28年度末の供用
面積は500haで、下水道整備率は81%になりまし
た。
◆介護保険特別会計
　決算額は12億6,612万7千円で、主に居宅介護サ
ービスや施設介護サービスに対する支出を行い、
前年度に比べ1,304万円(1.0%)の増となりました。
◆後期高齢者医療特別会計
　決算額は1億8,803万6千円で、保険料の徴収や
窓口業務を行う事業で、前年度に比べ888万9千円
(5.0%)の増となりました。
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2 8 年 度 決 算 状 況

　
町
税
に
つ
い
て
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
町
民

税
は
個
人
分
、
法
人
分
と
も
減
収
と
な
り
、△

18
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
固
定
資
産

税
も
微
減
で
あ
り
ま
し
た
が
、
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
＋
17
・
９
％
と
増
加
し
、
町
税
全
体
で
は
、

△
８
・
９
％
、
２
億
５
，
４
３
７
万
円
の
減
収

と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
町
が
標
準
的
な
税
収
入
見

込
み
額
を
も
っ
て
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
維
持
を
行
っ
た
場
合
の
財
源
不
足
額
を
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
制
度
で
、
普
通
交
付
税
と
特
別
交

付
税
が
あ
り
ま
す
。
28
年
度
の
普
通
交
付
税
は

町
の
標
準
的
な
税
収
入
見
込
み
が
増
加
す
る
算

定
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
減
少
し
、
災
害
な
ど
特

殊
事
業
に
交
付
さ
れ
る
特
別
交
付
税
も
減
少
し

た
た
め
、
前
年
度
対
比
△
13
・
６
％
と
な
り
ま

し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
対
比
△ 

28
・
６
％
、

町
債
は
△
55
・
８
％
、
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入

金
は
△
54
・
７
％
と
、
南
条
小
学
校
の
建
設
が

あ
っ
た
前
年
度
と
比
較
す
る
と
大
幅
に
減
少
し
、

歳
入
全
体
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
△
19
・
８
％
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
一
般
会
計

2,850,070

91,964

84,138

33,776

12,223

928,606

43,003

507,849

4,551,629

63,830

2,888

8,089

8,332

11,903

1,177,453

2,030

745,790

307,335

662,328

321,586

6,173

3,317,737

7,869,366

2,595,699

80,781

67,382

35,860

32,503

420,489

40,677

511,111

3,784,502

63,051

1,899

5,841

3,411

11,287

1,016,876

2,006

532,504

308,103

292,856

286,086

6,684

2,530,604

6,315,106

41.1

1.3

1.1

0.6

0.5

6.7

0.6

8.1

60.0

1.0

0.0

0.1

0.1

0.2

16.1

0.0

8.4

4.9

4.6

4.5

0.1

40.0

100.0

△ 254,371

△ 11,183

△ 16,756

2,084

20,280

△ 508,117

△ 2,326

3,262

 △ 767,127

△ 779

△ 989

△ 2,248

△ 4,921

△ 616

△ 160,577

△ 24

△ 213,286

768

△ 369,472

△ 35,500

511

△ 787,133

△1,554,260

△ 8.9

△ 12.2

△ 19.9

6.2

165.9

△ 54.7

△ 5.4

0.6

△ 16.9

△ 1.2

△ 34.2

△ 27.8

△ 59.1

△ 5.2

△ 13.6

△ 1.2

△ 28.6

0.2

△ 55.8

△ 11.0

8.3

△ 23.7

△ 19.8

自

主

財

源

依

存

財

源

合 計

区 分
28年度

決算額A 構成比％ 決算額B 構成比％

27年度 比較 増減率
Ａ-Ｂ=Ｃ C/B％

36.2

1.2

1.1

0.4

0.2

11.8

0.5

6.4

57.8

0.8

0.0

0.1

0.1

0.2

15.0

0.0

9.5

3.9

8.4

4.1

0.1

42.2

100.0

町 税
分担金・負担金
使用料・手数料
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
小 計
地 方 譲 与 税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
町 債
地方消費税交付金
地方特例交付金
小   計

（単位：千円）【歳入】自主財源と依存財源内訳表（一般会計）

※１自主財源
　　町 税 や 負 担 金

など、自前で賄
えるお金。

※２依存財源
　　国や県など、収

入 を 他 に 依 存
するお金。

地方消費税交付金
2億8,609万円（4.5％）

地方譲与税
6,305万円（1.0％）

自動車取得税交付金ほか
3,113万円（0.5％）

地方交付税
10億1,688万円
（16.1％）

国庫支出金
5億3,250万円
（8.4％）

町税
25億9,570万円
（41.1％）

繰入金
4億2,049万円
（6.7％）

分担金・負担金
8,078万円（1.3％）

使用料・手数料
6,738万円（1.1％）

繰越金ほか
1億904万円
（1.7％）

県支出金
3億810万円（4.9％）

地方交付税
10億1,688万円
（16.1％）

国庫支出金
5億3,250万円
（8.4％）

町債
2億9,286万円
（4.6％）

自主財源（※１）
60.0％

依存財源（※２）
40.0％

依存財源（※２）
40.0％

諸収入
5億1,111万円
（8.1％）

諸収入
5億1,111万円
（8.1％）
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性
質
別
に
見
る
と
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、

町
道
Ａ
01
号
線
道
路
改
良
事
業
や
、
施
設
の
長

寿
命
化
に
向
け
た
道
路
舗
装
修
繕
事
業
、
橋
梁

修
繕
事
業
な
ど
の
継
続
事
業
を
引
き
続
き
推
進

し
ま
し
た
が
、
南
条
小
学

校
建
設
事
業
が
あ
っ
た
前

年
度
と
比
較
す
る
と
71
・

６
％
減
少
と
な
る
決
算
額

に
な
り
ま
し
た
。

　
義
務
的
経
費
は
、人
件
費

が
１
・
５
％
減
少
し
ま
し
た

が
、扶
助
費
に
つ
い
て
は
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
事
業
の
実
施
や

子
ど
も
福
祉
医
療
費
の
対

象
者
拡
充
な
ど
で
８
・
０
％

増
加
し
ま
し
た
。ま
た
、地

方
債
の
借
入
れ
に
係
る
元

利
償
還
金（
公
債
費
）は
、

地
方
債
残
高
の
減
少
な
ど

に
よ
り
５
・
４
％
減
少
し
ま

し
た
。

　
そ
の
他
経
費
で
は
、
物

件
費
、
維
持
補
修
費
、
補

助
費
等
は
前
年
度
並
み
の

決
算
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

積
立
金
が
減
少
し
た
た
め
、

９
・
２
％
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
歳
出
全
体
で
は
、

前
年
度
対
比
20
・
２
％
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
橋
梁
修
繕
事
業
な
ど
一
部
事
業
に
つ
い

て
は
、
工
期
等
の
関
係
な
ど
か
ら
繰
越
事
業
と

し
て
29
年
度
へ
持
ち
越
さ
れ
て
い
ま
す
。

2 8 年 度 決 算 状 況

普通建設事業費
災害復旧事業費
小 計
人 件 費
扶 助 費
公 債 費
小 計
物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
積 立 金
投資・出資金
貸 付 金
繰 出 金
小 計

投
資
的
経
費

義
務
的
経
費

そ

の

他

経

費

合 計

区 分
28年度

決算額A 構成比％
1,736,670 

0
1,736,670 
1,122,801 

656,693 
733,284 

2,512,778 
992,453 

15,704 
896,250 
649,080 

0 
355,000 
634,754 

3,543,241 
7,792,689

22.3
0.0

22.3
14.4 

8.4 
9.4 

32.2 
12.7 

0.2 
11.5 

8.3 
0.0 
4.6 
8.2 

45.5 
100.0

△1,244,059 
0

△1,244,059 
△ 17,175 

 52,784 
△ 39,413 

△ 3,804 
△ 2,353 

△ 648 
4,421 

△ 325,459 
0 

279 
△ 2,680 

△ 326,440 
△1,574,303 

比較
A－B＝C

△ 71.6 
     －

△ 71.6 
△ 1.5 

8.0 
△ 5.4 
△ 0.2 
△ 0.2 
△ 4.1 

0.5 
△ 50.1 

     －
0.1 

△ 0.4 
△ 9.2 

△ 20.2

増減率
C／B％

27年度
決算額B 構成比％

492,611 
0

492,611 
1,105,626 

709,477 
693,871 

2,508,974 
990,100 

15,056 
900,671 
323,621 

0 
355,279 
632,074 

3,216,801 
6,218,386

7.9
0.0
7.9

17.8 
11.4 
11.2 
40.4 
15.9 

0.2 
14.5 

5.2 
0.0 
5.7 

10.2 
51.7 

100.0 

歳
出
一
般
会
計

【歳出】性質別内訳表（一般会計） （単位：千円）

道路、橋梁、公共施設の
整備に要する経費

町長、議会議員
などの特別職及
び町職員などの
報酬、給与など

借金の元金や利子の
返済に充てられるお金

社会保障として
医療費や障がい
者支援などに充
てられるお金

消耗品、備品、使用料、委託料
などの消費的な経費

基金などへの
積立金

特別会計の運営など
に一般会計から支出
する経費

各種補助事業、
団体補助、負担
金などの経費

普通建設事業費
4億9,261万円
（7.9％）

人件費
11億563万円
（17.8％）

公債費
6億9,387万円
（11.2％）

扶助費
7億948万円
（11.4％）

投資的経費
7.9％

義務的経費
40.4％

その他経費
51.7％補助費等

9億67万円
（14.5％）

物件費
9億9,010万円
（15.9％）

積立金ほか
3億3,868万円
（5.4％）

繰出金
6億3,207万円
（10.2％）

主には中小企業振興のための
中小企業振興資金預託金

貸付金
3億5,528万円
（5.7％）
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2 8 年 度 決 算 状 況

　一般会計の新規の長期借入れは、橋梁修繕事業に係る地方債など2億9,286万円（前年度対比△
55.8％）です。一方、平成28年度の長期借入れの償還元金は、前年度とほぼ横ばいの6億3,090万円
で、年度末の現在高は、一般会計では前年度より3億3,805万円減少し、町全体では3億5,124万円減額
となる116億9,745万円となっています。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による、財政健全化判断比率５指
標（下表のとおり）について、監査委員の審査、議会への報告と公表が義務付けら
れています。５つの指標のうち１つでも早期健全化基準を超えると、議会の議決を
経て財政健全化計画を策定し、更に財政再生基準を超えると、議会の議決を経て財
政再生計画を策定したうえで、国の指導下で財政再建を図ることになります。
　平成28年度の坂城町の指標はいずれも早期健全化基準を下回り、健全な状況で
推移しています。

平成28年度決算の詳細については、主要施策の実績報告書として町ホームページにも掲載しています。

区　　　　分
一 般 会 計
同和地区住宅新築資金特別会計
下水道事業特別会計

合　　　　計

27年度末
67億4,540万円

267万円
53億62万円

120億4,869万円

28年度末
64億735万円
　　136万円

 52億8,874万円
116億9,745万円

増　減
△3億3,805万円

△ 131万円
△1,188万円

△3億5,124万円

増減率
△5.0％

△49.1％
△0.2％
△2.9％

①・②・④は、黒字のため数
値が入らないので「－」で
の表示となっています。
⑤は、資金不足がなく、数
値が入らないことから「－」
での表示となっています。

　平成28年度は、びんぐしの里公園整備、坂城小学校プール改修工事などに充当するため、公園整備
基金や文教施設等整備基金、財政調整基金などから取り崩しを行いました。
　また、予算の状況等を見ながら、財政調整基金、減債基金、特定目的基金へ積立てを行い、この結
果、年度末現在高は、前年度より5,228万円減の48億980万円となりました。

①実 質 赤 字 比 率　普通会計において「歳入額から歳出額を差し引いた額」を標準財政規模で除した比率で、赤字の度
合いを示します。当町は黒字のため数値は入りません。

　　　　　　　　　　※普通会計 ＝ 一般会計 ＋ 有線放送電話特別会計 ＋ 同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計 ＋ 
　　　　　　　　　    工業地域開発事業特別会計

②連結実質赤字比率　普通会計とすべての特別会計を含め、地方公共団体全体としての赤字の度合いを示します。当町は
黒字のため数値は入りません。

③実 質 公 債 費 比 率　公債費負担の重さを示す指標で、過去３か年の平均値で表します。算出にあたっては、地方債の元
利償還金のほか、一般会計から下水道事業特別会計や葛尾組合など一部事務組合の元利償還金に対
する繰出金、負担金なども自治体の借金返済額に含めています。

④将 来 負 担 比 率　一般会計の地方債残高のほか、下水道事業特別会計や一部事務組合、広域連合、土地開発公社に対す
る債務保証も含めた「自治体が背負っている実質的な債務」を標準財政規模で除した比率で、将来的
な負担の重さを示します。標準的な年間収入の何年分の債務があるかというイメージになります。

⑤資 金 不 足 比 率　公営企業ごとに事業活動に必要な資金の過不足を示す指標です。町の下水道事業は、資金が充足さ
　（ 下 水 道 事 業 ）　れているため数値は入りません。

①実質赤字比率(％)
②連結実質赤字比率(％)
③実質公債費比率(％)
④将来負担比率(％)
⑤資金不足比率(％)

－
－
9.7
9.2  
－

－
－
8.6
－
－

15 
20 
25 

350
（経営健全化基準） 20 

20 
30
35 

28年度末 27年度末 早期健全化基準 財政再生基準指 標

区　　　　分
財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
その他特定目的基金

合　　　　計

27年度末
24億9,738万円

7億1,526万円
16億4,944万円
48億6,208万円

28年度末
23億8,399万円

7億1,796万円
17億785万円
48億980万円

増　減
△1億1,339万円

270万円
5,841万円

△5,228万円

増減率
△4.5％

0.4％
3.5％

△1.1％
（その他特定目的基金は、普通会計に属するもので、定額運用がなされる基金は含まれていません。）
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　「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
世
界
へ

発
信
さ
れ
て
い
る
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
１
時
間
と
い
う
決
め
ら

れ
た
時
間
の
中
に
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
・
ラ
テ
ン
・
レ
ゲ
ト
ン
・
フ
ラ

メ
ン
コ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
ダ
ン
ス
が
含
ま
れ
て
お

り
、
年
代
を
問
わ
ず
誰
で
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
主
に
坂
城
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
、
リ
ト
モ

ス
ダ
ン
ス
の
講
座
や
サ
ー
ク
ル
を

開
講
し
て
い
ま
す
。
坂
城
町
在
住

の
方
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
市
町

村
か
ら
来
て
い
る
受
講
生
も
い
ま

す
し
、
男
性
も
女
性
も
目
い
っ
ぱ

い
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
て
、
と
て

も
活
気
の
あ
る
講
座
で
す
。」

　「
リ
ト
モ
ス
ダ
ン
ス
を
や
ろ
う

と
思
っ
た
当
時
は
、
町
内
で
そ
う

い
っ
た
内
容
の
教
室
や
講
座
を

や
っ
て
い
る
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に

健
康
づ
く
り
や
体
づ
く
り
が
で
き

れ
ば
、
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

　
リ
ト
モ
ス
ダ
ン
ス
で
使
用
す
る

曲
は
、
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
曲
も

あ
る
の
で
、
曲
を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

の
た
め
に
体
を
動
か
し
た
い
人
や

受
講
者
同
士
の
絆
を
深
め
た
い
人

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
持
っ

た
ど
ん
な
人
で
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
と
て
も
お
す
す
め

で
す
。」

　「
コ
ン
テ
ス
ト
は
５
分
と
い
う

短
い
時
間
の
中
で
、
表
現
力
や
正

確
な
ダ
ン
ス
ス
キ
ル
、
チ
ー
ム
ご

と
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど
を
競

い
ま
す
。
今
年
の
大
会
に
は
全
52

チ
ー
ム
、
６
０
０
名
の
方
が
参
加

し
、
と
て
も
白
熱
し
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た
チ
ー

ム
は
私
が
監
修
し
て
い
て
、
講
座

や
サ
ー
ク
ル
活
動
が
終
わ
っ
た
後

に
練
習
を
重
ね
、
今
年
が
３
回
目

の
挑
戦
で
し
た
。
昨
年
は
５
位
入

賞
で
、
今
年
は
ダ
ン
ス
の
基
礎
的

な
部
分
や
全
体
の
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
、
私
か
ら
見
て
弱
い
と
思

う
部
分
の
指
導
に
力
を
入
れ
て
練

習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、

準
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果

と
な
り
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
、

来
年
の
優
勝
に
向
け
て
早
く
も
練

習
を
し
て
い
ま
す
。」

　　　「
と
に
か
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
。

パ
ワ
ー
も
あ
り
、
練
習
が
大
好
き

で
、
私
の
方
が
い
つ
も
圧
倒
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
が
う
ま
く
全
体
を
ま

と
め
て
く
れ
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー

同
士
の
信
頼
関
係
も
良
く
、
団
結

力
も
あ
り
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
に

向
け
て
普
段
の
練
習
か
ら
意
識
を

高
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
も
見

ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

も
、
大
会
で
の
好
成
績
に
繋
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。」

　「
ダ
ン
ス
な
ん
て
自
分
に
は
向

い
て
い
な
い
、で
き
な
い
、と
思
っ

て
い
る
方
で
も
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
受
講
生
の
中
に
は
20
代

か
ら
70
代
前
半
の
方
も
い
ま
す
。

や
っ
て
み
る
と
、
こ
ん
な
に
楽
し

い
ん
だ
、
こ
ん
な
に
汗
が
か
け
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
、

全
て
が
元
気
に
な
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

ト
ラ
イ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

フィットネス
インストラクター

　坂城町出身・在住。主に坂城勤労者総合福祉セン
ターで開講しているヨガ・エアロビクス・リトモスダ
ンスなどの講座やサークルの講師をされています。７
月30日に東京都で行われた全国リトモスコンテストで
は、山﨑さんが監修するチーム【三代目☆信州CHIE-
NO-輪】が見事準優勝に輝きました。ダンスへの思い
やチームについて語っていただきました。

リ
ト
モ
ス
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

講
座
を
始
め
た
き
っ
か
け
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

リ
ト
モ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
と
は

ど
の
よ
う
な
大
会
で
す
か

チ
ー
ム
の
い
い
と
こ
ろ
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

広
報
を
読
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に

一
言
お
願
い
し
ま
す

　
坂
城
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、各
種
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
さ
か
き
９
月
号
と

一
緒
に
お
配
り
し
た
「
秋
季
受
講
生

募
集
」
の
ご
案
内
（
薄
緑
色
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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・
保
険
証
は
、
紙
製
で
す
の
で
水
な

ど
に
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
紛
失
に
十
分
注

意
の
う
え
、
誤
っ
て
捨
て
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

・
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
自
動
的
に
喪
失
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
）

・
古
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
９
月

末
日
で
す
。
個
人
情
報
の
流
出
を

防
ぎ
、
間
違
い
を
避
け
る
た
め
に

も
、
他
人
の
手
に
渡
ら
な
い
よ
う

に
各
自
で
処
分
し
て
い
た
だ
く

か
、
役
場
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
現
在
各
市
町

村
が
運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

安
定
的
に
国
民
健
康
保
険
の
運
営
を

行
う
た
め
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
市

町
村
単
独
で
の
運
営
で
な
く
、
県
が

中
心
と
な
り
市
町
村
と
の
共
同
で
運

営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
保
険
証
に
同
封
し
た

ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
５

有効
期限 平成30年９月30日

生 年 月 日
取 得 年 月日
交 付 年 月日

昭和○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成２９年１０月　１日

主住所　長野県埴科郡坂城町大字○○○○番地
世帯主　坂城　一郎
保険者番号　２ ０ ０ ４ ０ ２
　　　　　　長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　　電話　0268-82-3111

保険者名
坂城町

保険
者印

国民健康保険被保険者証

　　記号　さかき　　番号　12345
　　氏名    さかき　     たろう

　　　　  坂城　太郎　　　　性別 　男　女

【宛　名】
〒389-060■
長野県埴科郡坂城町大字○○○○○番地

坂城太郎　様

《台紙の見本》 国民健康保険被保険者証

　　記号　さかき　　番号　12345
　　氏名    さかき　     たろう

　　　　  坂城　太郎　　　　性別 　男　女

有効
期限 平成30年９月30日

生 年 月 日
取 得 年 月日
交 付 年 月日

昭和○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成２９年１０月　１日

主住所　長野県埴科郡坂城町大字○○○○番地
世帯主　坂城　一郎
保険者番号　２ ０ ０ ４ ０ ２
　　　　　　長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　　電話　0268-82-3111

保険者名
坂城町

保険
者印

南条保育園

坂城保育園

村上保育園

受付日

10 月 31 日（火）

11 月１日（水）

11 月２日（木）

入園年齢

６か月～

12か月～

６か月～

電話

82－3630

82－2111

82－2229

受付時間

午前９時
～

午後５時

有効
期限 平成30年９月30日

生 年 月 日
取 得 年 月日
交 付 年 月日

昭和○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成２９年１０月　１日

主住所　長野県埴科郡坂城町大字○○○○番地
世帯主　坂城　一郎
保険者番号　２ ０ ０ ４ ０ ２保険者番号　２ ０ ０ ４ ０ ２保険者番号　２ ０ ０ ４ ０ ２保険者番号　２ ０ ０ ４ ０ ２保険者番号　２ ０ ０ ４ ０ ２保険者番号　２ ０ ０ ４ ０ ２
　　　　　　長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　　電話　0268-82-3111　　　　　　　電話　0268-82-3111

保険者名
坂城町

保険
者印者印

国民健康保険被保険者証

　　記号 さかき　　番号　12345
　　氏名    さかき　     たろう

　　　　  坂城　太郎　　　　性別 　男　女保険証
※はがしてお使いください

入 園 受 付 日 程

世帯主　坂城　一郎
保険者番号　２ ０ ０ ４ ０ ２
　　　　　　
　　　　　　　電話　0268-82-3111

坂城町

保険証表面（空色） ※退職国保は桃色

　
新
し
い
保
険
証（
カ
ー
ド
）は
、
宛
名
が

記
載
さ
れ
て
い
る
台
紙
に
貼
り
付
け
て
、

世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
お
送
り
し
ま
し
た
。

　
保
険
証
に
は
色
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、

保
険
証
を
台
紙
か
ら
は
が
し
て
お
使
い
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　（
内
線
１
３
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
５ ※当日都合のつかない方は、11 月４日（土）に子育て支援センター

（坂城保育園２階）で午前９時から正午まで受付を行います。

入 園 受 付 日 程

　
平
成
30
年
度
保
育
園
の
入
園
申
込

み
を
、
下
表
の
日
程
で
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
入
園
希
望
の
保
育
園
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、
入
園

を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の
面
接
も
行

い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
を
連
れ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　「
入
園
申
込
書
」「
保
育
に
欠
け
る

証
明
書
」
な
ど
の
必
要
な
書
類
は
、

10
月
５
日（
木
）か
ら
各
保
育
園
及
び

役
場
福
祉
健
康
課
で
交
付
し
ま
す
。

※

平
成
30
年
度
の
途
中
か
ら
入
園
を

希
望
す
る
方
も
、
必
ず
こ
の
機
会

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

入
園
で
き
る
乳
幼
児

　
保
育
園
に
入
園
で
き
る
乳
幼
児
は
、

保
護
者
及
び
同
居
の
家
族
の
方
が
次

の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
が
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
す
。

・
保
護
者
等
が
仕
事
な
ど
で
、
昼

間
、
保
育
が
で
き
な
い
。

・
病
気
や
ケ
ガ
、
母
親
の
出
産
な
ど

で
保
育
が
で
き
な
い
。

・
病
気
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
同
居

の
家
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
た

め
、
保
育
が
で
き
な
い
。

・
求
職
活
動
、
就
学
の
た
め
、
昼
間

保
育
が
で
き
な
い
。
　
な
ど

888



　
８
月
26
日（
土
）、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
に
お
い
て
、
認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
ま
ゆ
更
科
所
長
の
服
部
幸
恵
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

「
認
知
症
の
人
が
共
に
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指

し
て
」
を
演
題
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
認
知
症
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と

や
、
認
知
症
の
方

の
思
い
を
聞
き
寄

り
添
う
こ
と
な

ど
、
紙
芝
居
等
を

取
り
入
れ
な
が
ら

分
か
り
や
す
く
お

話
し
い
た
だ
き
、

地
域
で
支
え
る
と

い
う
こ
と
を
参
加
者
一
人
一
人
が
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
１
３
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、『
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
』
と
い
う

声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、『
町
全

体
で
認
知
症
の
方
を
見
守
る
態
勢
を
作
っ
て

い
き
た
い
』『
今
後
も
講
演
会
等
に
参
加
し
た

い
』
と
い
う
声
も
あ
り
、
認
知
症
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

坂城町地域包括支援センター

健康について

地域包括支援センターの保健師が相
談を受けます。介護予防教室や生き
がいデイサービスなど、町で行って
いる介護予防の取り組みをご案内し
ます。

日常生活自立支援事業や成年後見
制度など、高齢者の権利を守る制
度があります。成年後見支援セン
ターと連携して支援します。

地域包括支援センターにご連絡くだ
さい。高齢者を訪問して様子を確認
し、必要な場合は関係機関と連携し
て早期解決に努めます。

住　　所　坂城町大字坂城 10050 番地（福祉健康課内）
電　　話　82－3111（内線 137・138）　直通 75－6205
開所時間　月曜日～金曜日　午前８時 30 分～午後５時 15 分（祝日・年末年始を除く）

介護についてのご相談を受けたり、
要介護認定の申請などについてご説
明します。
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最
近
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ー
マ
ニ
ア

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
麻

し
ん（
は
し
か
）が
流
行
し
て
い
ま
す
。

海
外
へ
渡
航
さ
れ
る
方
や
帰
国
さ
れ

た
方
は
麻
し
ん
の
感
染
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

海
外
へ
行
く
前
に

　
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い

る
か
母
子
手
帳
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
接
種
を
２
回
し
て
い
な
い
方

は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
麻
し
ん
に
か
か
っ

た
か
ど
う
か
や
予
防
接
種
歴
が
不
明

の
場
合
は
、
抗
体
検
査
を
受
け
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

海
外
か
ら
帰
国
し
た
後
は

　
帰
国
後
２
週
間
程
度
は
健
康
状
態

（
高
熱
、
全
身
の
発
疹
、
せ
き
、
鼻

水
、
目
の
充
血
な
ど
の
症
状
）に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
麻
し
ん
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
　

☎
8
2
―
3
1
1
1（
内
線
5
1
1
）

直
通
７
５
―
６
２
３
０

　坂城町169系電車保存会と町が共催で、坂城駅前に静態保存
されている169系電車S51編成の撮影会を開催します。当日は
撮影会の他に、電車内の開放、保存会会員の皆さんの貴重な鉄
道グッズや写真・Ｎゲージなどの展示、169系電車ほかＤＶＤ
上映、鉄道グッズ販売と町内製菓店・飲食店による169系電車
にちなんだ商品等の販売を予定しています。また、169系電車
オリジナル駅弁も限定販売します。大勢の皆さんのお越しをお
待ちしています。

撮影会　午後１時 ～ ３時
鉄道グッズ等の販売　正午 ～ 午後４時

◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室内
　坂城町169系電車保存会事務局
　☎82ー3111（内線241）　直通75－6211

日時　10月14日（土）正午～午後５時日時　10月14日（土）正午～午後５時

申込不要
参加費無料

ご来場いただいた方には、記念硬券切符をプレゼント！

ヨーロッパで麻しん
（はしか）が流行

ご注意ください！

保健センター

☎82－3111（内線
511）

直通75－6230

　高血圧とは、血液が血管を押す圧力が高くなっている状態のことをいい、その要因の一つが塩分の摂り過
ぎです。塩分を摂りすぎると血液中の塩分濃度が高くなり、血液量が増えて血圧が上がります。血液量が増
えると心臓から大量の血液が勢いよく流れるため、血管壁に強い圧力がかかり傷がつきます。特に、心臓や
脳、腎臓の血管に負担がかかると脳卒中や腎臓病のリスクが高くなります。一日の塩分摂取量の目標値は、
男性が８グラム未満、女性が７グラム未満とされています。毎日の適塩・減塩で生活習慣を改善しましょう。
☆食品に記載されている「栄養成分表示」を確認していますか？食品に含まれる塩分量がわかります。
　食塩相当量（g）＝ ナトリウム（mg） × ２．５４ ÷ １０００

　肥満は生活習慣病の入り口と言われ、命にかかわる深刻な病気を招くこともあります。特に「内臓脂肪型
肥満」になると脂肪細胞から悪玉の生理活性物質の分泌が増えて、高血圧や高血糖を引き起こし、血管の動
脈硬化を促進させます。
☆自分の体重を確認しましょう。　適正体重（kg）＝ 身長（m） × 身長（m） × ２２

　生活習慣を見直し、食事や運動などの具体的な改善方法を学びましょう。
　　日程　10月下旬から平成30年１月までの間で８回程度
　　内容　生活習慣病予防と健康長寿のための栄養講座・運動（健康運動指導士）
　　　　　自分の血管の状態を知って血管力アップ！
　　会場　保健センター　　対象者　一般町民の方　　参加費　調理実習の材料費
　　※参加を希望される方は、10月20日（金）までに保健センターへお申込みください。

限定
100枚

鉄道
の日
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　町では、地場産業の振興と地域の活性化を図るため、農産物等地域ブランド商品（以下、「ブラン
ド商品」）」として、町を広く内外にＰＲできる地域資源を活用した商品の開発またはその販売に取り
組む団体などを支援します。

◎問い合わせ先　産業振興課産業振興係　☎82－3111（内線 152）　直通 75－6207

「ブランド商品」の開発またはその販売に取り組む団体または事業者対 象 者

対象事業 ⑴ブランド商品を開発し、商品化するための生産設備を整備拡充するための事業
⑵ブランド商品の開発、商品化、または既存商品を改良し、新しく商品化するための事業
⑶ブランド商品の販売を促進するための事業

補助期間 平成30年３月31日まで 提出書類 産業振興係へご請求ください。

募集期間 10月２日（月）～10月31日（火）

補助金額
・補助率

予算の範囲内で、⑴⑵は限度額20万円、⑶は限度額５万円、いずれも補助対象経費の
２分の１以内

平成29年度

　地方税法において、従業員の個人住民税は、所得税の源泉徴収義務のある事業者が、個人住民税の特別徴収
義務者として毎月従業員（※１）に支払う給与から差し引き、従業員に代わって納税いただくことが原則と
なっています（個人住民税の特別徴収）。
　長野県と県内全77市町村は、平成30年度から全県一斉に、原則として所得税の源泉徴収義務のある全ての事
業者を個人住民税の特別徴収義務者に指定することにより、個人住民税の特別徴収を徹底します。

平成30年度から、原則全ての事業者が
　個人住民税の特別徴収義務者に指定されます！

現在、特別徴収を行っていない事業者の皆さんには、平成30年度から特別徴収義務者に指定する旨を予告
する通知を10月中に発送しますので、特別徴収の実施準備をお願いします。

　なお、下記の理由（１～６）に該当する場合は、当面、例外として特別徴収を行わないことができることと
しますが、給与支払報告書を提出いただく際に所定の手続きが必要となりますので、ご留意ください。

◎問い合わせ先　長野県企画振興部市町村課　☎026ー235ー7068　
　　　　　　　　坂城町総務課税務係　☎82ー3111（内線141） 直通75－6206

（※１） 原則として、アルバイト、パートなどを含む全ての従業員です。

④ 特別徴収税額の通知

① 給与支払報告書の提出

③ 特別徴収税額の通知  

⑥ 差し引いた住民税を納入⑤ 給与から差し引き

（※２）
２～６に該当する従業員
数を差し引いた人数

（他市区町村分を含む）

１．総従業員数（※２）が２人以下の事業所　  ２．他の事業所で特別徴収されている方
３．給与が少なく税額が引けない方　　　　　  ４．給与の支払が不定期な方
５．事業専従者（個人事業主のみ対象）　　　  ６．退職者又は退職予定者（５月末日まで）

（５月31日まで）

（１月31日まで）

（５月31日まで）

（給与支払日の翌月10日まで）（６月～翌年５月の毎月の給与支払日）

② 税額計算

従業員
事業者
特別徴収
義 務 者

従業員の
住所地の
市 町 村
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全問平均正答率は、国語
Ａ、算数Ａ・Ｂにおいて
全国、県をやや下回り、
国語Ｂにおいて、全国、
県を下回りました。

　学校教育の現状や、学力問題などの課題を把握し、改善などに役立てるため、全国の小中学校の小学６年生、中
学３年生を対象に、「全国学力・学習状況調査」が実施されました。坂城町の小学校の調査結果をお知らせします。

下表のとおりで、全国と比較すると多くの項目で良好な結果となっています。
・生活習慣　「毎日朝食をとる」などの基本的な生活習慣については、良好な結果です。
・余暇利用　全国と比べると良好な結果です。
・地域とのつながり　全国と比べて大変良好な結果が出ています。
・学習習慣　家庭での学習習慣について課題があります。

調査実施日　平成29年４月18日　　　対象者　町内３小学校の６年生
調査内容　【実施教科】国語、 算数　【内容】 ・「知識」に関する問題（Ａ問題）　・「活用」に関する問題（Ｂ問題）

◎問い合わせ先　教育文化課学校教育係　☎82－3111（内線 253）　直通75－6209　

朝食を毎日食べていますか。

毎日同じくらいの時刻に起きていますか。

平日に２時間以上テレビゲームをしていますか。

「はい」と回答した割合（%）
※（　）内は28年度

全国との比較区 分 質 問

平日に30分以上読書をしていますか。

地域の行事に参加していますか。

学校の宿題をしていますか。

平日２時間以上勉強していますか。

平日に30分以上携帯電話やスマートフォンを利用
していますか。（ゲームをする時間は除く）

生活習慣

地域とのつながり

余暇利用

学習習慣

同程度でした

上回りました

下回りました

やや上回りました

上回りました

やや下回りました

下回りました

下回りました

８７．１（92.3）

６８．５（56.6）

２６．７（17.5）

４０．３（30.1）

４９．２（67.1）

８５．５（95.1）

２１．８（14.7）

２５．０（23.8）

生活習慣や学習習慣などに関する調査の主な結果

全国の割合（%）

８７．０

５８．９

３１．１

３６．５

３５．０

８８．０

２７．１

３２．７

町教育委員会では、この調査結果を踏まえ、児童生徒全体の課題解決と学力向上に
向けた施策の立案・実践に向けて検討を行い、今後の指導改善に活かしていきます。

　
今
年
も
月
影
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢

の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
21
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
と
も
い
き
ラ
イ
フ
月
影

　
　
　（
障
が
い
者
支
援
施
設
）

内
容
　
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　
　
各
模
擬
店

　
　
　
子
ど
も
広
場

　
　
　
農
園
芸
品
販
売

　
　
　
バ
ザ
ー（
午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分
）

【
バ
ザ
ー
品
の
お
願
い
】

　
バ
ザ
ー
品
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
品

物
は
、
新
品
、
未
使
用
の
も
の
に
限
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
月
影

ま
つ
り
実
行
委
員
が
受
取
り
に
伺
い
ま
す
。

バ
ザ
ー
品
の
締
切

　
10
月
13
日（
金
）
午
後
５
時

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
と
も
い
き
ラ
イ
フ
月
影

　
月
影
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎
８
１―

３
７
３
２
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９
月
３
日（
日
）に
テ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

プ
東
京
で
、
経
営
革
新
塾（
町
内
企

業
団
体
）と 

フ
ァ
ブ
ラ
ボ
長
野（
信

州
大
学
）、
坂
城
町
の
産
学
官
で
コ

ラ
ボ
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
さ
か
き
オ

シ
ボ
リ
ソ
ン
２
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
10
月

６
日（
金
）、
７
日（
土
）に
坂
城
テ

ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
２

０
１
７
さ
か
き
モ
ノ
づ
く
り
展
」

で
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の
景
品
に
す

る
ね
ず
こ
ん
グ
ッ
ズ
を
共
同
で
製

作
し
ま
し
た
。
７
月
16
日
（
日
）

に
行
っ
た
ア
イ
デ
ア
出
し
の
中
か

ら
子
ど
も
達
が
喜
び
そ
う
な
も
の

を
実
際
に
製
作
し
、
い
ず
れ
も
商

品
化
に
つ
な
が
り
そ
う
な
製
品
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
17
日（
日
）に
は
、

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
究
会（
町
内
企

業
団
体
）
と
坂
城
中
学
校
総
合
文
化

部
（
技
術
系
の
ク
ラ
ブ
）
が
テ
ッ

ク
シ
ョ
ッ
プ
東
京
に
お
い
て
、
も

の
づ
く
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
部
で
は
、
10
月
29
日（
日
）に

松
本
市
で
開
催
さ
れ
る
創
造
ア
イ
デ

ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す

る
た
め
、
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
部
品
を

町
内
企
業
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
製

作
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
間

近
で
見
る
様
々
な
工
作
機
械
や
ロ

ボ
ッ
ト
の
部
品
が
出
来
上
が
る
工

程
に
興
味
津
々
の
様
子
で
、
ま
た
、

積
極
的
に
機
械
に
触
れ
、
も
の
づ

く
り
の
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、「
２
０
１
７
さ
か
き

モ
ノ
づ
く
り
展
」
に
お
い
て
展
示

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

中小企業法で規定する中小企業者で、町内に主たる事業所を有する中小企業者

町内に主たる事務局を有し、町内中小企業者が半数以上を占めるグループ又は団体

町内ニーズに対応した新製品開発等に取り組む事業

町内資源を活用した新製品開発等に取り組む事業

限度額100万円で、補助対象経費の１／２以内

平成29年度内（平成30年３月31日まで）

補助

対象者

中小企業

企業
グループ

補助対象事業

補助金額・補助率

補助期間

　町では、これまでの「ものづくり」に、「創られたモノによって人や地域にどのような豊かさや価値が与えられ
るか」という視点を加えた新たな「コトづくり」への転換を推進し、町内に集積する様々な技術や知識を活かし
た新たな価値創造による新製品開発等を支援します。（補助金交付事業の対象者及び対象事業は下表の通りです。）
募集期間　10 月２日（月）～ 31 日（火）　　申込先　役場産業振興課
提出書類　事業計画書、提案書、収支計画書、その他確認書類（定款［規約］、決算書など）　
　　　　　（町ホームページからダウンロードしていただくか、役場産業振興課へご請求ください。）

町内中小企業者を代表企業とし、中小企業者、大企業、大学、研究機関等の複数の
企業が集まって構成するグループ

◎問い合わせ先
　産業振興課商工観光係
　☎82－3111（内線153）
　直通75－6207
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　日頃、障がいに関する悩みや福祉サービスの利用の相談窓口となっていた「千曲・坂城障がい者（児）相談支援
室」が、10月から「千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター」に名称が変更され、障がい者の特性や各種
ニーズに対応する総合的な相談や障がい者支援機関と連携して専門的な相談に対応します。
　これまでと同様に、基幹相談支援センターは千曲市役所戸倉庁舎に事務所がありますが、毎月第２・４水曜日
に、障がいに関する相談会を坂城町の２会場で行っています。各会場とも予約不要で、基幹相談支援センターの
相談支援専門員、社会福祉士などが相談員として相談を受け付けますので、ぜひご利用ください。

平成 29 年 10 月 11 日

　　　　    10 月 25 日

　　　　    11 月  ８日

　　　　    12 月 13 日

　　　　    12 月 27 日

会場：坂城町役場３階第５会議室 会場：坂城町文化センター

平成 29 年 11 月 22 日

平成 30 年   １月 24 日

　　　　　 ３月 28 日

平成 30 年１月 10 日

　　　　   ２月 14 日

　　　　   ２月 28 日

　　　　   ３月 14 日

日程（すべて水曜日） 日程（すべて水曜日）

【相談時間】
各会場とも　午後１時 30 分～
　　　　　　　　　　午後４時

◎問い合わせ先　千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター

日時　①11 月 15 日（水）②１月 17 日（水）③３月 14 日（水）
　　　午前 10 時 30 分～正午
会場　坂城町立図書館　　講師　鈴木 康之さん（町立図書館長）
内容　①子どもや孫と読みたい絵本、大人も感動する平和と戦争
　　　　の童話の絵本
　　　②思いきり笑いたいときに読む本、話題の時代小説、ノンフィクション
　　　③大切な人をなくしたときに読む本、最近の新しいＳＦ、

おすすめの作家
定員　15 名　　受講料　無料

2017 年
後期講座のお知らせ さかきふれあい大学

日時　①11 月 15 日（水）午後１時～３時 30 分
　　　②11 月 22 日（水）午後１時～３時 30 分
会場　文化センター
講師　小宮山 淑子さん（上田市教室主宰）
内容　クラフトテープを折りたたんだり編んだりして

ポーチや小物を作ります。
定員　15 名　　受講料　500 円（別途材料費 500 円）

内容・日時　①中国語の発音を学ぼう！
　　　　　　　11 月２日（木）午後６時 30 分～８時
　　　　　　②中国語で買い物をしてみよう！
　　　　　　　11 月９日（木）午後６時 30 分～８時
　　　　　　③中国語で料理の注文をしてみよう！
　　　　　　　11 月 16 日（木）午後６時 30 分～８時
会場　Ｂ．Ｉプラザさかき
講師　宮本 大輔 助教授（環境ツーリズム学部）

内容・日時　①「認知症って何なの？」（認知症の基本的理解）
　　　　　　　10 月 18 日（水）午後６時 30 分～８時
　　　　　　  ②「認知症の人を支えるために」（心理面などのメカニズム）
　　　　　　　10 月 25 日（水）午後６時 30 分～８時
　　　　　　③認知症の人の家族を支えるために
　　　　　　　11 月１日（水）午後６時 30 分～８時
会場　Ｂ．Ｉプラザさかき
講師　遠藤 忠 准教授（社会福祉学部）　　

◎申込・問い合わせ先
坂城町文化センター
☎82－2069

※定員は基本15名です。受講料は無料、申込みは、長野大学地域連携センター（☎0268－39－0007）に事前にお申込みください。

内容・日時　①中国語の発音を学ぼう！
　　　　　　　11 月２日（木）午後６時 30 分～８時
　　　　　　②中国語で買い物をしてみよう！
　　　　　　　11 月９日（木）午後６時 30 分～８時
　　　　　　③中国語で料理の注文をしてみよう！
　　　　　　　11 月 16 日（木）午後６時 30 分～８時
会場　Ｂ．Ｉプラザさかき
講師　宮本 大輔 助教授（環境ツーリズム学部）

内容・日時 ①「認知症って何なの？」（認知症の基本的理解）
　　　　　　　10 月 18 日（水）午後６時 30 分～８時
　　　　　　  ②「認知症の人を支えるために」（心理面などのメカニズム）
　　　　　　　10 月 25 日（水）午後６時 30 分～８時
　　　　　　③認知症の人の家族を支えるために
　　　　　　　11 月１日（水）午後６時 30 分～８時
会場　Ｂ．Ｉプラザさかき
講師　遠藤 忠 准教授（社会福祉学部）　　

長野大学坂城町講座

専門講座

☎026－275－0548
FAX 026－214－3013
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平
成
29
年
度
会
長
を
引
き
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
の
目
的
で

あ
る
各
種
女
性
団
体
相
互
の
連
絡
及
び

親
睦
を
深
め
、
女
性
の
地
位
の
向
上
を

図
り
、
健
康
で
明
る
い
地
域
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
会
に
参
加
し
て
２
年
目
に
な
り

ま
す
。
11
の
女
性
団
体
の
代
表
者
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
の
活
動
報
告
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
女
性
独
自
の
活

動
で
皆
様
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
も
女
性
の
地

位
向
上
へ
と
つ
な
が
り
、
互
い
に
連
絡

を
取
り
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
繋

が
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
視
察
研
修
、
女
と
男
ふ

れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１
７
、
町
政
懇
談

会
が
計
画
、
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
相
互
の
親
睦
が
図
ら
れ
、

輝
く
元
気
な
町
づ
く
り
の
一
助
と
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分

自
身
も
成
長
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　「
食
産
業
を
支
え
る
燕
三
条
地
域
の

産
業
を
学
ぶ
」
を
目
的
と
し
、
８
月
21

日
燕
三
条
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
へ

行
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
総
務
部
の
柳

原
次
長
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
概
要
等
の

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
古
く
よ
り
、
こ
の
地
は
、
河
川
の
氾

濫
が
多
く
、
江
戸
時
代
に
根
付
い
た
和

釘
の
生
業
が
、
刃
物
、
金
物
と
発
展
し
、

現
在
で
は
、
作
業
工
具
、
刃
物
関
連
等

を
主
体
と
し
た
金
属
製
品
の
「
金
物
の

町
」
並
び
に
「
金
属
洋
食
器
」「
金
属

ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ア
」
製
品
を
主
要
製
品
と

す
る
町
と
し
て
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
に
輸
出
し
て
、
そ
の
優
秀
性
を

誇
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
は
、
時
代
に
対
応
し
た
新

し
い
展
開
を
目
指
す
地
域
文
化
の
活
性

化
を
図
る
た
め
の
各
種
機
能
を
併
せ

持
っ
た
多
目
的
施
設
で
あ
り
、
産
業
と

観
光
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
展
示
場
で
、
素
晴
ら
し

い
機
能
美
に
満
ち
た
数
々
の
製
品
に
見

入
り
、
お
気
に
入
り
製
品
を
購
入
す
る

こ
と
の
出
来
る
物
産
展
に
も
立
ち
寄
り

ま
し
た
。
ま
な
板
、
包
丁
を
始
め
、
ス

プ
ー
ン
・
ナ
イ
フ
類
、
マ
ド
ラ
ー
等
身

近
な
素
敵
な
製
品
も
多
数
あ
り
ま
し

た
。
昼
食
は
、
施
設
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
華
麗
米
の
リ
ゾ
ッ
ト
の
コ
ー
ス
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
結
露
が
な
く
、
軽
い

瀟
洒
な
チ
タ
ン
の
コ
ッ
プ
な
ど
の
手
触

り
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
行
き
も
帰
り
も
バ
ス
の

中
で
は
、
尽
き
な
い
会
話
で
、
互
い
の

親
睦
を
図
り
、
寺
泊
市
場
で
は
、
豊
富

な
海
の
幸
に
目
を
み
は
り
、
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
し
、
雨
上
が
り
の
坂
城
の

地
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
坂
城
町
消
費
者
の
会
は
、
現
在
27
名

の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
昭
和
58

年
か
ら
、
心
豊
か
で
合
理
的
な
消
費
生

活
を
築
く
た
め
の
知
識
の
習
得
を
図

り
、
消
費
生
活
の
安
定
向
上
を
求
め
て

消
費
者
問
題
に
取
組
み
、「
賢
い
消
費

者
に
な
ろ
う
」
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
に
配
慮
し
た
廃
油
利
用
の
石
鹸

作
り
や
、
ご
み
の
減
量
化
を
目
指
し
、

レ
ジ
袋
の
削
減
に
と
マ
イ
バ
ッ
ク
の
推

進
を
し
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
関
心

を
持
ち
、
消
費
生
活
展
で
は
、
使
わ
な

く
な
っ
た
衣
料
品
や
食
器
、
雑
貨
等
を

バ
ザ
ー
品
と
し
て
提
供
し
、
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
端
切
れ
や
古
着
な
ど
を
帽
子

や
バ
ッ
グ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
に
変
身

さ
せ
、
会
員
の
方
た
ち
の
手
先
の
器
用

さ
に
も
驚
か
さ
れ
て
い
る
次
第
で
す
。

　
さ
ら
に
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
へ
の

取
組
み
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
啓

発
活
動
の
チ
ラ
シ
配
布
は
、
消
費
生
活

展
で
の
声
掛
け
の
場
と
し
て
継
続
し
て

行
い
、
少
し
で
も
特
殊
詐
欺
の
被
害
の

防
止
に
繋
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
消
費
者
の
会

の
扉
を
叩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　

会長
滝沢  陽子

発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会

発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会

「
輝
く
元
気
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
」

朝
倉

　美
佐
子

「
視
察
研
修
報
告
」
　

  

活
動
報
告

活
動
報
告

海
野

　利
子

坂
城
町
消
費
者
の
会

団
体
の
紹
介

団
体
の
紹
介

坂城町婦人会
農村女性ネットワークさかき
女性専門相談員
保健補導員会
消費者の会
交通安全協会坂城支部女性部
商工会女性部
更生保護女性会
婦人消防隊
日赤奉仕団
農村生活マイスター

平成29年度坂城町女性団体連絡会
会

　長

　滝
沢

　陽
子

副
会
長

　塚
田

　美
知
子

　
　
　
　朝
倉

　美
佐
子

ひ
と

ひ
と

▲視察研修の様子

し
ょ
う
し
ゃ
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
（
介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ

ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。
口
座

振
替
は
、
10
月
31
日（
火
）に
指
定
口

座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、
振
替

日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
10
月
20
日（
金
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　　
千
曲
川
河
川
敷
内
の
樹
木
を
伐
採

し
て
い
た
だ
く
方
に
、伐
採
し
た
樹
木

を
お
譲
り
し
ま
す
。申
込
み
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
千
曲
川
河
川
事
務
所
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
.hrr.m

lit.go.jp/chiku
m

a/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
川
河
川
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
２
７―

９
２
６
１

　　　
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
か
ら
衣
替
え

し
ま
し
た
！
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
当

せ
ん
金
額
は
５
億
円
で
す
！

　
・
１
等
３
億
円×

10
本

　
・
前
後
賞
各
１
億
円×

20
本

（
発
売
総
額
３
０
０
億
円
・

10
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

発
売
期
間
　
10
月
11
日
〜
10
月
31
日

発
売
金
額
　
１
枚
３
０
０
円

　
ま
た
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
も
同
時
発
売
し
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
長

野
県
内
で
の
販
売
実
績
に
よ
り
各

市
町
村
に
配
分
さ
れ
ま
す
の
で
、

県
内
の
売
り
場
で
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

　
不
動
産
の
登
記
、
年
金
、
道
路

や
農
地
な
ど
の
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
の
相
談
、
ま
た
、
弁
護
士
や

税
理
士
な
ど
の
専
門
家
へ
の
相
談

が
で
き
る
一
日
合
同
行
政
相
談
所

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
10
月
25
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
ト
イ
ー
ゴ
ウ
エ
ス
ト
４
階

事
前
予
約
　
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
省
長
野
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

５
５
６
６

　
10
月
２
日（
月
）よ
り
、
長
野
地

方
法
務
局
上
田
支
局
に
お
け
る
国

籍
事
務（
帰
化
許
可
申
請
・
届
出
に

よ
る
国
籍
取
得
・
国
籍
離
脱
・
そ

の
他
の
国
籍
に
関
す
る
相
談
）の
取

り
扱
い
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

今
後
の
国
籍
事
務
に
関
す
る
届
出

や
申
請
は
、
長
野
地
方
法
務
局
戸

籍
課
に
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
長
野
地
方
法
務
局

戸
籍
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

６
６
２
９

　
平
成
30
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定
者
、
大
学

等
卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者
を
対

象
に「
北
信
地
域
合
同
就
職
面
接
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
98
社
の

企
業
採
用
担
当
者
と
直
接
面
談
が

で
き
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
13
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

会
場
　
メ
ル
パ
ル
ク
長
野（
長
野
市
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井

　
☎
０
２
６―

２
９
３―

８
６
０
９

　　
将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高

機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備

品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
に
お
い
て
も
対
応
で
き
る

自
衛
官
を
養
成
す
る
た
め
、
左
記
の

と
お
り
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
　
男
子
で
中
卒
、
17
歳
未
満
の
者

受
付
期
間
　
11
月
１
日
〜
平
成
30
年

１
月
９
日

試
験
日

　【
１
次
】
平
成
30
年
１
月
20
日

　【
２
次
】
平
成
30
年
２
月
３
日

　
ま
た
、
第
一
線
で
技
術
と
体
力
を

磨
く
任
期
制
自
衛
官
に
つ
い
て
は
年

間
を
通
じ
て
募
集
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　
長
野
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

６
０
２
６

　　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し

て
い
く
た
め
に
は
、
家
庭
の
温
か
い

愛
情
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
様
々

な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
自
ら
の

家
庭
に
受
け
入
れ
、
大
切
に
育
て
て

く
だ
さ
る
方
を「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
里
親
制
度
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

新
規
の
養
育
里
親
の
開
拓
を
目
的
と

し
て
、
左
記
の
と
お
り
里
親
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
27
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
　
千
曲
市
戸
倉
創
造
館

申
込
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

氏
名
と
連
絡
先
を
、
10
月
23
日

（
月
）
ま
で
に
長
野
県
児
童
相
談

所
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
児
童
相
談
所
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６―

２
３
８―

８
０
３
０

　　
町
内
事
業
所
に
30
年
続
け
て
勤
務

す
る
常
用
雇
用
者
の
方
を
表
彰
し
ま

す
。
該
当
者
の
い
る
事
業
所
は
、
産

業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
彰
対
象
者

　
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62

年
４
月
１
日
の
間
に
入
社
し
、
町
内

事
業
所
に
勤
務
す
る
常
用
雇
用
者

※

法
人
役
員
、
個
人
事
業
主
及
び

家
族
従
業
員
、
町
外
工
場
・
営

業
所
な
ど
の
現
地
採
用
者
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

提
出
締
切
　
10 
月
13
日（
金
）

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
４
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７

町
県
民
税（
第
３
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
４
期
）

介
護
保
険
料（
第
４
期
）

納
期
限
は
10
月
31
日（
火
）
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町
で
は
、
県
産
材
の
活
用
並
び
に

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
の
普
及
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
そ
の
購
入
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
交
付
条
件
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
町
内
に
居
住
も
し
く
は

事
業
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

事
業
者
で
、
町
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

補
助
額
　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
及

び
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
本
体

購
入
経
費
及
び
施
設
整
備
に
要

す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
限

度
額
10
万
円
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７

　
10
月
16
日（
月
）か
ら
22
日（
日
）ま

で
は
全
国
行
政
相
談
週
間
で
す
。
こ

れ
は
行
政
相
談
制
度
を
よ
り
理
解

し
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
行
政
運

営
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
国
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
る
も

の
で
す
。
行
政
相
談
で
は
、
国
や
県
、

町
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
、
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
解

決
や
実
現
が
図
れ
る
よ
う
最
も
身

近
な
相
談
窓
口
で
あ
る
行
政
相
談
委

員
が
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
左
記
の
日
程
で
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
10
月
16
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
　
役
場
第
５
会
議
室

行
政
相
談
委
員
　
大
池
令
子
さ
ん

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
総
務
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
１
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
１
０

　　
北
信
地
区
を
中
心
に
50
社
前
後
の

求
人
事
業
所
が
参
加
し
、
施
設
や

仕
事
な
ど
の
説
明
や
面
接
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
福
祉
を
学
ん
で
い
る
方
や

福
祉
の
職
場
に
関
心
の
あ
る
方
、
ま

た
福
祉
の
職
場
へ
就
職
を
希
望
し
て

い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
27
日（
金
）

【
就
職
セ
ミ
ナ
ー
】

　
　
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
25
分

【
説
明
会
・
就
職
面
接
会
】

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
　
メ
ル
パ
ル
ク
長
野（
長
野
市
）

参
加
費
　
無
料

事
前
申
込
　
不
要

※

詳
し
く
は
長
野
労
働
局
Ｈ
Ｐ
ま

た
は
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
６―

２
２
６―

７
３
３
０

　
10
月
２
日
か
ら
12
月
29
日
ま
で
の

期
間
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
説
明
を
よ
く
お
読
み
の
う

え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は

60
歳
か
ら
64
歳
で
、心
臓
や
腎
臓
・

呼
吸
器
に
重
い
病
気
の
あ
る
方

自
己
負
担
額
　
１
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

　　　
関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
平
成

29
年
７
月
よ
り
国
税
局
に
「
文
書
照

会
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
従
来
、

各
税
務
署
が
行
っ
て
い
た
文
書
照
会

事
務
や
当
該
文
書
照
会
な
ど
に
関
す

る
電
話
に
よ
る
問
合
せ
へ
の
対
応
事

務
を
一
括
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
、
文
書
照
会
セ
ン
タ
ー
か

ら
お
電
話
や
ご
連
絡
を
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
上
田
税
務
署

　
☎
０
２
６
８―

２
２―

１
２
３
４

　

　　
長
野
県
長
野
技
術
専
門
校
で
は
、

平
成
30
年
度
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。

訓
練
期
間
　
１
年
間（
平
成
30
年
４

月
入
校
、
平
成
31
年
３
月
修
了
）

募
集
科
　
機
械
加
工
科
、
電
気
工

事
科
、
画
像
処
理
印
刷
科
、
木

造
建
築
科

応
募
資
格
　
高
等
学
校
卒
業（
ま
た

は
同
等
）以
上
の
方

一
般
入
校
選
考

　【
願
書
受
付
期
間
】

　
　
11
月
６
日（
月
）〜
24
日（
金
）

　【
選
考
日
】

　
　
12
月
４
日（
月
）

願
書
等
提
出
先

　
長
野
技
術
専
門
校
ま
た
は
最
寄

り
の
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募
集
内
容

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

関
連
資
料
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
技
術
専
門
校
訓
練
課

　
☎
０
２
６―

２
９
２―

２
３
４
１

　
菊
香
る
秋
。
町
内
の
菊
愛
好
家
の

皆
さ
ん
が
、丹
精
込
め
て
育
て
た
数

多
く
の
菊
花
を
展
示
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

期
間
　
10
月
31
日
〜
11
月
５
日

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　※

31
日
は
午
後
２
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
５
日
は
午
後
２
時
ま
で

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー  

大
会
議
室

作
品
数
　
約
４
５
０
点

主
催
　
坂
城
町
菊
花
愛
好
会

　　　
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
で
は
、
東

信
よ
し
だ
内
科
の
吉
田
先
生
の
ご
協

力
に
よ
り
、「
第
３
期
い
き
い
き
水

中
健
康
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
　
10
月
17
日
〜
12
月
19
日

　
　
　
火
曜
日
全
10
回
コ
ー
ス

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容
　
水
中
運
動
・
健
康
相
談
ほ
か

受
講
料
　
３
０
０
０
円

※

要
別
途
入
館
料
５
０
０
円

申
込
締
切
　
10
月
13
日（
金
）

定
員
　
25
名

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
　

　
☎
８
１―

７
０
０
０
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南
条
小
学
校
の
児
童
会
長
・
斎
藤
な
つ
き
さ
ん

は
、
昨
年
度
の
児
童
会
長
選
挙
で
「
交
流
」
を
公

約
に
掲
げ
て
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
度
、
南
条
小
学
校
児
童
会
で
は
な
つ
き
さ
ん
の

公
約
通
り
、「
交
流
」
を
重
視
し
た
新
し
い
活
動

が
次
々
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
学
期
に
は
代
表

委
員
会
の
主
催
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
全
校
参
加
の

じ
ゃ
ん
け
ん
れ
っ
し
ゃ
を
行
っ
た
り
、
全
校
参
加
の

お
に
ご
っ
こ
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
幅
広
い
学
年
が
参
加
す
る
た
め
、

企
画
・
準
備
を
す
る
児
童
は
、
み
ん
な
が
楽
し
く

交
流
で
き
る
よ
う
に
と
、
ル
ー
ル
を
考
え
る
の
に

苦
心
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２
学
期
に
は
南

条
小
学
校
の
音
楽
堂
を

利
用
し
て
、
全
校
の
ク

イ
ズ
大
会
を
行
い
ま
し

た
。「
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
マ
ン
ト
の
色
は
茶
色

で
あ
る
、◯
か×

か
」

な
ど
、
み
ん
な
が
思
い

出
せ
そ
う
で
思
い
出
せ

な
い
絶
妙
な
問
題
の

数
々
に
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
な
つ
き

さ
ん
の
考
え
る
よ
う

に
、
異
な
る
学
年
と
関

わ
る
機
会
が
、
学
校
に

多
く
の
笑
顔
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
交

流
」
を
意
識
し
た
活
動
は
代
表
委
員
会
以
外
の
委

員
会
に
も
広
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
主
催
の
大

縄
跳
び
大
会
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
委
員
会
主
催
の
ア

ル
ミ
缶
積
み
上
げ
大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
活
動
で
は
、
姉
妹
学
級
の
関
わ
り
に
目
を
向

け
、
高
学
年
の
児
童
が
や
さ
し
く
低
学
年
の
児
童

を
気
遣
う
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
み
ん

な
が
笑
顔
で
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
考
え
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が

行
動
し
て
い
ま
す
。
児
童
会
活
動
も
10
月
か
ら
後

半
戦
、
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎82-2008

南条小学校　児童会担当　羽田 鋭
「南条小学校　児童会活動　交流」

　加齢に伴い、反射神経が鈍ったり
安全確認が甘くなったりと、身体機
能が低下することは避けては通れま
せん。身体機能の低下をしっかりと
認識し、交通事故防止に努めましょ
う。

・動体視力や聴力の低下、集中力の
低下により危険の発見が遅れるこ
とがあります。自分の体調をよく
確認してから運転をしましょう。
・運転への慣れや過信が事故を招き
ます。自分の運転を見直して基本
運転操作をもう一度確認しましょ
う。

◎ドライバーのみなさんへ

◎歩行者のみなさんへ

・道路を横断する時は、必ず左右の
安全確認をしましょう。無理な横
断は避けて横断歩道などを利用し
ましょう。
・夜間外出する時は、明るい服装や
反射材などを使用して自分の存在
をアピールしましょう。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、お手ふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋、お弁当（希望者）

◇平　日　　　　　午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午

19



24日（火） 午後２時～５時
保健センター

こころの
健康相談
精神保健福祉士が心の健康に関する相談を受けます。
ご希望の場合は、前日までに保健センター【☎82-3111
（内線511）直通75-6230】へお申込みください。

10 月
１日（日）

８日（日）

９日（月）

15 日（日）

22 日（日）

29 日（日）

11 月
３日（金）

かいぬま耳鼻咽喉科医院
もみのき内科クリニック
竹内歯科医院

いろかわ医院
千曲中央病院
松尾歯科医院

村上堂大井クリニック
稲荷山医療福祉センター
大村歯科医院

森本眼科クリニック
あんずの里クリニック
あかいけ歯科クリニック

長野寿光会上山田病院
菅谷医院
滝沢歯科医院

やまざき医院
島谷医院
宮本歯科医院

さかき生協診療所
島田クリニック
いなりやまクリニック
小宮山歯科医院

【千曲市内川】
【千曲市寂蒔】
【千曲市屋代】

【 立 町 】
【千曲市杭瀬下】
【 御 所 沢 】

【 網 掛 】
【千曲市野高場】
【千曲市戸倉】

【千曲市内川】
【 千 曲 市 森 】
【 鼠 】

【千曲市上山田温泉】
【千曲市稲荷山】
【千曲市磯部】

【千曲市上徳間】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市戸倉】

【 中 之 条 】
【千曲市小島】
【千曲市稲荷山】
【 立 町 】

☎(026)275-3341
☎(026)272-3610
☎(026)273-4500

☎ 8 2 - 2 1 4 3
☎(026)273-1212
☎ 8 2 - 6 9 8 8

☎ 8 1 - 3 1 3 1
☎(026)272-1435
☎(026)275-0066

☎(026)285-0020
☎(026)272-1005
☎ 8 1 - 3 3 7 7

☎(026)275-1581
☎(026)272-1024
☎(026)276-4636

☎(026)276-2700
☎(026)273-1201
☎(026)276-7030

☎ 8 2 - 0 1 0 1
☎(026)273-8788
☎(026)214-3501
☎ 8 2 - 2 0 2 9

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

１日（日）、15 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
日精樹脂工業（株）様　駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）  直通 75-6230

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

１才児健康相談

１才６か月児健康診査

対　象　児

平成29年６月生

平成29年３月生

平成28年12月生

平成28年８月生～９月生

平成28年２月生～３月生

受　付　日　時

27日（金）午後１時

24日（火）午前９時

20日（金）午後１時

■平成28年８月分　241.86ｔ
■平成29年８月分　242.82ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

心配ごと
法律相談

10日（火）午前９時30分～11時
20日（金）午前９時～11時30分
役場第４・５会議室（３階）

10日は弁護士、20日は司法書士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、原則前日までに社会福
祉協議会【☎82-2551】へ予約してください。
（ただし、当日受付が可能な場合あり）

16日（月） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 18日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、10月10日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）直通75-6204】
へお申込みください。

11日（水）、25日（水） 
午後１時30分～４時
 役場第５会議室（３階） 

障がい者（児）
相 談

16日（月）午前９時

8,000 円
7 年リース

月 リ々ース料
（税別）

環境車検ではエンジン内を洗浄することで燃費と加速が良くなります。
更に排気ガスがキレイになるので環境にも優しいんです！
お得な立ち合い車検も好評実施中ですのでお気軽にお問合せ下さい。
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朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時
午後５時

１日（日）

４日（水）

８日（日）

10日（火）

15日（日）

18日（水）

19日（木）

22日（日）

25日（水）

29日（日）

楽しい民話

税務署だより

楽しい民話

信号は赤です

楽しい民話

こちら119番

川　柳

楽しい民話

明るい消費生活

楽しい民話

まのいいりょうし
金井　青木典子さん

e-Tax について
上田税務署
たのきゅう

鼠　玉井かつ子さん
交通事故防止

坂城町交番
義経と弁慶の顔振峠

北日名　春日秀子さん
地震に対する日常の備え

消防署
ＪＡビビット文壇

選者　小宮山正雄さん
カケスとお百姓さん

込山　岡田由貴子さん  
最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

犬とおんどり
金井　青木典子さん

町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館

日にち 番組名 内容／出演

平成29年９月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,121世帯（＋18）
人　口： 15,204人    （＋18）
　男　：  7,495人　（＋14）
　女　：  7,709人　（＋  4）

件　数：　　  3件
累　計：　　40件　（－  1）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（－  1）
負傷者：　　  7人
累　計：　　50人　（－  3）

平成29年８月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

☆児童図書
・サイエンスコナン防災の不思議（原作：青山剛昌／小学館）

８月には、一般書175冊、児童書99冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

☆一般図書
・図解平成大相撲決まり手大事典　改訂版
　（著：新山善一、絵：琴剣／国書刊行会）

八月十五日に吹く風
（著：松岡圭祐／講談社文庫）

　水鏡推理シリーズなど傑作ミステリーで
知られる松岡圭祐さんが、「黄砂の籠城」
では、義和団事件を取り上げ、歴史小説に
挑戦しました。次の新作は1943年、北の果
て・キスカ島での戦史に残る大規模撤退作
戦を取り上げた感動の物語です。文庫書き
下ろし作品ですが、図書館では、ほかにも
手軽に読める文庫の新作も揃えています。

☆おすすめの本

蔵書点検のため９月28日（木）から10月４日（水）まで
休館します。返却は、ブックポストまたは、他のエ
コール参加図書館にお願いします。

木
５
12
19
26

金
６
13
20
27

土
７
14
21
28

日
１
８
15
22
29

月
２
９
16
23
30

火
３
10
17
24
31

水
４
11
18
25

☆おはなし会　14 日（土）　午前 11 時～　２階・集会室
☆点字・点訳講座　17 日（火）午後２時～　２階・集会室
　　　　　　　　　講師：山口静枝さん
☆図書館まつり　28 日（土）・29 日（日）午前 10 時～午後 6 時
・あなたの大切な本にブックコートをかけませんか
　28日  午後２時～３時30分
・あなたの好きな本の話をしませんか
　29日　午後２時～３時　２階・集会室
・本のリサイクル市　28日・29日　１階・ロビー
・図書館のバックヤードツアー　28日・29日　午前11時～正午
・格致学校歴史民俗資料館・パネル展「力士雷電の史跡めぐり」
　28日・29日　格致学校２階

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）直通 75－6211

21



■編集・発行　〒389-0692 長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　  坂城町役場企画政策課
　　　　　　  ☎ 0268-82-3111　FAX 0268-82-8307
■印　  　刷　滝沢印刷合同会社

「広報さかき」へのご意見・ご要望を
お寄せください

開 祭 式　28日 午前９時～　文化センター大会議室
展示公開　28日 午前９時30分～午後５時
　　　　　29日 午前９時～午後４時
　　　　　文化センター、体育館、老人福祉センター
芸能公演　29日 午前９時30分～  文化センター大会議室
お 茶 席　28日 午前10時～午後３時（裏千家）
　　　　　29日 午前10時～午後３時（表千家）
　　　　　文化の館（無料）
※同時開催　
　☆図書館まつり　図書館、格致学校
　☆出張ふーど市（軽トラ市）
　　28日 午前９時～午後１時　文化センター南側御堂川沿い

◎問い合わせ先　坂城町公民館　☎82－2069

28日（土）午後２時～３時30分
文化センター大会議室

クラシックコンサート（ふれあい大学教養講座）

チェロ
海野幹雄さん

ピアノ
海野春絵さん

ソプラノ歌手
鵜木絵里さん

46

チェロとピアノとソプラノ歌手による室内楽

町民の皆さんが、日頃、手がけている作品
や習っている歌・踊り・演奏などをお誘い
合わせのうえご鑑賞ください。また、第40
回坂城どんどんで行った、小松美羽さんの
ライブペイント作品を展示予定です。

 

　
８
月
19
日（
土
）、
坂
城
び
ん
ぐ
し

の
里
公
園
「
び
ん
ぐ
し
わ
く
わ
く
ス

テ
ー
ジ
」
で
、
日
本
屈
指
の
演
者
の
皆

さ
ん
に
伝
統
芸
能
で
あ
る
能
と
狂
言
を

披
露
し
て
い
た
だ
く
「
第
三
回
坂
城
び

ん
ぐ
し
の
里 

薪
能
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
一
部
は
、
坂
城
能
楽
教
室
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
「
仕
舞
」
が
披
露
さ
れ
、

大
勢
の
来
場
者
を
前
に
緊
張
し
た
面
持

ち
で
し
た
が
、
堂
々
た
る
仕
舞
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
坂
城
謡

曲
愛
好
会
「
楽
謡
会
」
の
会
員
と
坂
城

能
楽
教
室
の
親
子
の
皆
さ
ん
に
よ
る
素

謡
（
す
う
た
い
）「
鶴
亀
」
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
来
場
者
全
員
が

参
加
し
て
「
猩
（々
し
ょ
お
じ
ょ
お
）」

を
謡
い
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
も
一
体
と

な
っ
て
能
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
坂
城
町
出
身
の
サ
ク

ソ
フ
ォ
ー
ン
奏
者 

川
島
亜
子
さ
ん
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
の
全
国
大
会
で
優
勝
し
た

平
林
龍
人
さ
ん
な
ど
に
よ
る
篝
火
へ
の

火
入
れ
式
、
宮
入
小
左
衛
門
行
平
刀
匠

と
門
弟
の
皆
さ
ん
が
奉
納
鍛
錬
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
野
村
萬
斎
氏
主
演
に
よ
る

狂
言
「
附
子
」、
松
木
千
俊
氏
主
演
に

よ
る
能
「
吉
野
天
人
」
と
圧
巻
の
舞
台

が
続
き
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
来
場

者
の
皆
さ
ん
は
、
夏
の
夜
の
幽
玄
を
存

分
に
堪
能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日本の伝統芸能を堪能

第三回坂城びんぐしの里 薪能
た き ぎ の う

2017 年
10月
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